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２５医第９号
平成２５年(2013年)   4月５日

長野市保健所長様

長野県健康福祉部

｢医療法人の附帯業務について」の一部改正について（通知）

このことについて、厚生労働省医政局長から別添（写し）のとおり通知がありましたので、御
了知いただくとともに、医療法人に周知をお願いします。
なお､社団法人長野県医師会長､社団法人長野県歯科医師会長には別添のとおり通知しました。

医療推進課管理係
林雅孝（課長）水野宗雄（担当）
026-235-7145

担 当

電 話
ファクシミリ
電子メール
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医政発０３２９第２７号
平成２５年３月２９日

}※各 都 道 府 県 知 事

各地方厚生（支）局長

厚生労働省医政局

｢医療法人の附帯業務について」の一部改正について

医療法人の附帯業務については、医療法（昭和２３年法律第2 0 5号）第4 2
条の規定により、医療法人は、その開設する病院、診療所又は介護老人保健施設
の業務に支障のない限り、定款又は寄附行為（以下「定款等」という｡）の定め
るところにより、同条各号に掲げる業務の全部又は一部を行うことができること
とされ、医療法人の附帯業務の具体的な内容については、「医療法人の附帯業務
について」（平成１９年３月３０日付け医政発第０３３００５３号。以下「通知」
という｡）の別表に取りまとめられているところである。
今般、「障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号）」が「障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改正され、平成２５年４月
１日に施行されることとなった。
また、介護保険法施行規則（平成１１年厚生労働省令第３６号）の一部改正、

介護保険法施行規則第２２条の２３第２項に規定する厚生労働大臣が定める基
準（平成１８年厚生労働省告示第２１９号）の全部改正及びその他所要の規定の
整備を行い、介護職員の研修課程等の見直しが行われた。

これらの法律改正等に伴い、通知の一部を改正し、平成２５年４月１日から適
用することとしたので、貴職におかれては、下記の改正の内容及び留意事項につ
いて御了知の上、貴管内の医療法人等に対する周知方お願いする。
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記
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第１改正の内容
１通知において、「障害者自立支援法」とあるのを「障害者の日常生活及び社
会生活を総合的に支援するための法律」と改める。
２医療法人が行うことのできる附帯業務について､陳5̅弓保健術生に関する

業務の⑥「ホームヘルパー養成研修事業（地方公共団体の指定を受けて実施する
もの｡）」とあるのを「介護職員養成研修事業（地方公共団体の指定を受けて実
施するもの｡）」と改める。

第２留意事項
各個別法で定められた所定の手続については、定款等の変更の認可後に行うこ

と。ただし、これらの手続を並行して行う場合は、各手続の進捗状況に伴い定款
等の変更の認可日が遅れることはやむを得ないこと。



(別添）
○「医療法人の附帯業務について」（平成１９年３月30日医政発第0330053号)  (抄）

(下線の部分は改正部分）

÷ 宅

改正後 改正前

第２改正の内容及び留意事項
１附帯業務の改正の内容
医療法人の附帯業務として、次に掲げる業務を追加することとし、

本年４月１日より実施することができるものとしたこと。
なお、従前「保健衛生に関する業務」（法第４２条第６号）として

行われてきたケアハウスに関しては、今後は法第４２条第７号に基づ
Ｐ

き行われるものであること。
(1)法第４２条第７号関係
①社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第２条第２項中の以下
各号に規定する第１種社会福祉事業のうち次に掲げるもの。
ただし、当該附帯業務（(ｳ)を除く。）を行うことができるも

のは社会医療法人に限る。
(ｱ） ～ (ｳ）（略）
(ｴ）第３号の２（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律（平成１７年法律第１２３
号）関係）
･障害者支援施設を経営する事業

､ ■

第２改正の内容及び留意事項
１附帯業務の改正の内容
医療法人の附帯業務として、次に掲げる業務を追加することとし、

本年４月１日より実施することができるものとしたこと。
● ｡

なお、従前「保健衛生に関する業務」（法第４２条第６号）として
行われてきたケアハウスに関しては、今後は法第４２条第７号に基づ
き行われるものであること。
(1)法第４２条第７号関係
①社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第２条第２項中の以下
各号に規定する第１種社会福祉事業のうち次に掲げるもの。
ただし、当該附帯業務（(ｳ)を除く。）を行うことができるも

のは社会医療法人に限る
(ｱ） ～ (ｳ）（略）

◎

(ｴ）第３号の２（障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３
号）関係）

町 ①

･障害者支援施設を経営する事業
グ
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改正後 改正前

(別表）
保健衛生に関する業務

①̅④（略）
⑤介護職員養成研修事業（地方公共団体の指定を受けて実施するも

の。）
⑥～⑦（略）
⑧介護保険法に規定する訪問介護、通所介護、通所リハビリテーショ
ン、短期入所生活介護、短期入所療養介溌、認知症対応型通所介護、
小規模多機能型居宅介護、介護予防訪問介護、介護予防通所介護、介
護予防通所リハビリテーション、介護予防短期入所生活介護、介護予
防短期入所療養介護、介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規
模多機能型居宅介護若しくは複合型サービス（小規模多機能型居宅介
護及び訪問看護の組合せに限る。）又は障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法律にいう障害福祉サービス事業、一般
相談支援事業、特定相談支援事業、移動支援事業、地域活動支援セン
ター若しくは福祉ホームにおける事業と連続して、又は-体としてな
される有償移送行為であって次に掲げるもの。
アーウ（略）

⑨～⑭（略）
⑮障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第７
７条に規定する地域生活支援事業として実施する日中一時支援事業
(地方公共団体の委託又は補助を受けて実施するもの。）

9 ●

尚一展》 ：６号
(別表）

保健衛生に関する業務
①̅④（略）

Ｕ ●

⑤ホームヘルパー養成研修事業（地方公共団体の指定を受けて実施す
るもの。）

⑥～⑦（略）
⑧介護保険法に規定する訪問介護、通所介護、通所リハビリテ寺シヨ
ン、短期入所生活介謹、短期入所療養介護、認知症対応型通所介護、
小規模多機能型居宅介護、介護予防訪問介護、介護予防通所介護、介
護予防通所リハビリテーション、介護予防短期入所生活介護、介護予
防短期入所療養介護、介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規
模多機能型居宅介護若しくは複合型サービス（小規模多機能型居宅介
護及び訪問看護の組合せに限る。）又は障害者自立支援法にいう障害
福祉サービス事業、一般相談支援事業､特定相談支援事業、移動支援
事業、地域活動支援センター若しくは福祉ホームにおける事業と連続
して、又は-体としてなされる有償移送行為であって次に掲げるも
の。
ア ー ウ （ 略 ） ． ’

⑨～⑭（略）
⑮障害者自立支援法第７７条に規定する地域生活支援事業として実施
する日中一時支援事業（地方公共団体の委託又は補助を受けて実施す
るもの。） ●
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(創案） (別乗）｡

○社会福祉法に基づく社会福祉事案の位腫付けＯ社会福祉法に基づく社会福祉事累の位匠付け
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台承
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自承
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告承
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ｅ承

白飯

ｅ承
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画く｡
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皇I+田、⑤に鮒する皇屋祁極 ０ 台最

"香児君所文纏甲高 ◎ 白最
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璽曾自立塗墨鯉助印戻
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台承

Ｂ承

故匝後見密画食官成串禽 ０ 台承

子宮て田切支阻事禽 ０ 台承

乳児車庖全戸朋国碩察 ０ 台最

民有文櫨朗画瓢禽 ０ ●承

噛域子宵て支鵬酷と事負．

一局届かり事案
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０

０

ｅ承

ｅ隼

小規換住圃壁兜貫具宵串亀 ０ 白承
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刃亘唾r4■

竺些■fQn

唾画盟｡。

尭申画△ぬ

舷堕唾瞳

更生尾設
禽U凸塞面●ゼロ08又岐宣“制合で入
苧きせて筆昂の械画を、罪と己回馳
する再ロ

金間国聞ａに対する駒葛

風児瞳

母子生竃支櫨麗腫

児窟纂圃飽段

阿香児入序施殴

１K朗師盲児曙明治虜慮険

晃日白血吏哩恵投

長恨む人ホーム

10別暴趨竃人ホーム

鰻Ｒ老人ホーム(瞳〕

冊害宕文祖麗駿

泌人侵岨館箇

授厘随紋

皇８１国同日に封して■何千又睡豚
利で頁倉ぞ醜轟する屯倉

庵腔サービス 介腹相砿兇険サービス
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告峨

告曝

ｅ承

合承

台承

告承

台峨

白承

台峨

台承

台承

台承

白象

E愚旬11途上の何ｍ塩勉である宿砺凹邑墜
働を姉《．

■1.勇口滝恥色卜の配宣G員鈴些と
巌ユ江Br訂の宜更亭曜は.軍璽として包
司肉夙の姻宣仔里POG献陪門うことが
ＣＵで易６M.晒竃子岡と定位海､寅
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塚刊Pt冥19体い､庁枇宮の食艮盟可B都邑札&ことはやむ号■毎噌と．

E》ケアハウスのみ可

史珊係1W壇上の例Q陸蝕である圃困億mを
回《。
Ｆ訂、偏哩含細８１吟■食がnつ、,ろ使垂埋馳
■命日“■寧君であって.杜今寧璃始D-j各手
ＲＥ０１尼●■

●鴎阿、宮に対する合仙尊昌与 ◎ 白飯

生ＩｆＢＨ宙に隊する生患幅１８ ０ 台最

、言只丑雨文壇咽真 ０ ●承

師官児相１８文櫨事且 。 白眼

亜回⑨向年瑠胡助事異 ０ Ｂ承

放腰伏見ｇ日食官瞳事康 ◎ 合峨

子官て画期又姻早裏 。 白騒

、兜家囲全戸肋回＄璽 ◎ e承

貝有史協防弓事室 ◎ ●蛾

埴逆子官て寅岨困旦亭臭 ◎ 自承

一局預かり事裏 ◎ 白承

小喚硯住屠白兜ｇ長官亭寅 ０ ●承
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刃亘唾r4■

竺些■fQn

唾画盟｡。

尭申画△ぬ

舷堕唾瞳

更生尾設
禽U凸塞面●ゼロ08又岐宣“制合で入
苧きせて筆昂の械画を、罪と己回馳
する再ロ

金間国聞ａに対する駒葛

風児瞳

母子生竃支櫨麗腫

児窟纂圃飽段

阿香児入序施殴

１K朗師盲児曙明治虜慮険

晃日白血吏哩恵投

長恨む人ホーム

10別暴趨竃人ホーム

鰻Ｒ老人ホーム(瞳〕

冊害宕文祖麗駿

泌人侵岨館箇

授厘随紋

金触包同日に封して■何千又睡豚
利で頁倉ぞ醜轟する屯倉

庵腔サービス 介腹相砿兇険サービス
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告峨

告曝

ｅ承

合承

台承

告承

台峨

白承

台峨

台承

台承

台承

白象

E愚旬11途上の何ｍ塩勉である宿砺凹邑墜
働を姉《．

■1.勇口滝恥色卜の配宣G員鈴些と
巌ユ江Br訂の宜更亭曜は.軍璽として包
司肉夙の姻宣仔里POG献陪門うことが
ＣＵで易６M.晒竃子岡と定位海､寅
日汀脚§ワ、して側9＄６８８．千回の
塚刊Pt冥19体い､庁枇宮の食艮盟可B都邑札&ことはやむ号■毎噌と．

E》ケアハウスのみ可

史珊係1W壇上の例Q陸蝕である圃困億mを
囚《。
リョ、偏哩含細８１吟■食がnつ、,ろ使垂埋馳
ﾛ命日“■寧君であって.杜凸寧粗哨DPPろ手
《Ｅ01尼●■

●鴎阿、宮に対する合仙尊昌与 ◎ 白飯

生ＩｆＢＨ宙に隊する生患幅１８ ０ 台最

、言只丑雨文壇咽真 ０ ●承

師官児相１８文櫨事且 。 白眼

亜回⑨向年瑠胡助事異 ０ Ｂ承

放腰伏見ｇ日食官瞳事康 ◎ 合峨

子官て画期又姻早裏 。 白騒

、兜家囲全戸肋回＄璽 ◎ e承

貝有史協防弓事室 ◎ ●蛾

埴逆子官て寅岨困旦亭臭 ◎ 自承
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画両ワＧ日
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(参考１）

【 改 正 後 全 文 】
医政発第０３３００５３号
平成１９年３月３０日
医政発０３２９第２７号
平成２５年３月２９日

最終改正

翼:鱒}”
厚生労働省医政局長

』

医療法人の附帯業務について

昨年６月２１日法律第８４号をもって公布された良質な医療を提供する体制の確立
を図るための医擁法等の一部を改正する法律のうち、医療法人に関する規定について
は本年４月１日から施行されることとなった。
これに伴い、厚生労働大臣の定める医療法人が行うことができる社会福祉邪業の一

部を改正する件(平成１９年厚生労働省告示第９３号)が本年３月３０日に告示され、
同年４月１日から適用することとされたところである。
本改正により、医療法（昭和２３年法律第２０５号。以下「法」という。）第４２

条各号の医療法人が行うことができる附帯業務のうち、社会福祉窮業の実施（第７号）
及び有料老人ホームの設瞳（第８号）については、下記のとおり取り扱うこととした
ので通知する。
また、医療法人が行うことができる附帯業務を別表のとおり取りまとめたので、附

帯業務の実施に関し関係主管部局及び各市町村等との連携を図り、適正な運用に努め
られたい。
なお、医療法人の附帯業務に係る既往通知（別記）については、本通知で包括した

ため廃止する。

記

第１改正の趣旨
医療サービスと福祉・住居サービスの融合により、地域における医療の重要な担い

手である医療法人が必要なケアを切れ目なく提供できるよう、法第４２条第７号に基



づき医療法人が行うことができる社会福祉事業の範囲について必要な見直しを行うと
ともに、法第４２条第８号に規定する老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）に基
づく有料老人ホームの設置を追加するものであること。

第２改正の内容及び留意事項
１附帯業務の改正の内容

医療法人の附帯業務として、次に掲げる業務を追加することとし、本年４月１日
より実施することができるものとしたこと。
なお、従前「保健衛生に関する業務」（法第４２条第６号）として行われてきた

ケアハウスに関しては、今後は法第４２条第７号に基づき行われるものであること。
（１）法第４２条第７号関係
①社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第２条第２項中の以下各号に規定す

る第１種社会福祉事業のうち次に掲げるもの。
ただし、当該附帯業務（(ウ)を除く。）を行うことができるものは社会医療

法人に限る。
(ア）第１号

・生計困難者を無料又は低額な料金で入所させて生活の扶助を行うことを
目的とする施設（生活保誰法（昭和２５年法律第１４４号）に規定する
保誰施設である宿所提供施設を除く。）を経営するn爺業及び生計困難者
に対して助葬を行う:聯業

(イ）第２号（児龍福祉法（昭和２２年法律第１６４号）関係）
・乳児院、母子生活支援施設、児童養護施設、知的障害児施設、知的障害
児通園施設、盲ろうあ児施設､肢体不自由児施設､重症心身障害児施設、
情緒障害児短期治療施設又は児童自立支援施設を経営する事業

(ウ）第３号（老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）関係）
・ケアハウス

(エ）第３号の２（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法
律（平成１７年法律第１２３号）関係）
・障害者支援施設を経営する事業

(オ）第６号（売春防止法（昭和３１年法律第１１８号）関係）
・婦人保護施設を経営する事業

(力）第７号
・授産施設（生活保護法に規定する保護施設である授産施設を除く。）を
経営する事業及び生計困難者に対して無利子又は低利で資金を融通する
事業

②社会福祉法第２条第３項各号に規定する第２種社会福祉事業のうち次に掲げ
るもの



。｜わ

(ア）第１号
・生計困難者に対して、その住居で衣食その他日常の生活必需品若しくは
これに要する金銭を与え、又は生活に関する相談に応ずる事業

(イ）第２号（児童福祉法関係）
・児童自立生活援助事業又は放課後児童健全育成事業
・子育て短期支援事業
・助産施設又は児童厚生施設を経営する事業
・児童の福祉の増進について相談に応ずる事業

(ウ）第３号（母子及び寡婦福祉法（昭和３９年法律第１２９号）関係）
・母子家庭等日常生活支援事業又は寡婦日常生活支援事業及び母子福祉施
設を経営する事業

(エ）第４号（老人福祉法関係）
・老人福祉センターを経営する事業

(オ）第５号（身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）関係）
・身体障害者生活訓練等:事業､手話通訳:事業又は介助犬訓練事業若しくは
聴導犬訓練事業

・身体障害者福祉センター、補装具製作施設、盲導犬訓練施設又は視聴覚
障害者情報提供施設を経営する小業

・身体障害者の更生相談に応ずる:1扉業・
(力）第６号（知的障害者福祉法（昭和３５年法律第３７号）関係）

・知的障害者の更生相談に応ずる事業
(キ）第８号

・生計困難者のために、無料又は低額な料金で、簡易住宅を貸し付け、又
は宿泊所その他の施設を利用させる事業

(ク）第１１号
・隣保事業（隣保館等の施設を設け、無料又は低額な料金でこれを利用さ
せることその他その近隣地域における住民の生活の改善及び向上を図る
ための各種の事業を行うものをいう。）

(ケ）第１２号
・福祉サービス利用援助事業（精神上の理由により日常生活を営むのに支
障がある者に対して、無料又は低額な料金で、福祉サービス（社会福祉
法第２条第２項各号及び第３項第１号から第１１号の事業において提供
されるものに限る。以下この号において同じ。）の利用に関し相談に応｛
じ、及び助言を行い、並びに福祉サービスの提供を受けるために必要な
手続又は福祉サービスの利用に要する費用の支払に関する便宜を供与す
ることその他の福祉サービスの適切な利用のための一連の援助を一体的
に行う事業をいう。）

（



２

(．）第１３号
・社会福祉法第２条第２項各号及び第３項第１号から第１２号までの事業
に関する連絡又は助成を行う事業

(2)法第４２条第８号関係
老人福祉法第２９条第１項に基づく有料老人ホームの設置

留意事項
《新たに１に掲げる事業を医療法人（(1)の①に掲げる窮業（(ウ)を除く。）は社
会医療法人に限る。）が行う場合にあっては、法第５０条第１項の規定に基づき
定款又は寄附行為（以下「'定款等」という。）の変更が必要であること。
なお、定款等の変更に当たっては、老人福祉法又は社会福祉法その他個別法で

定められた所定の手続については、定款等の変更の認可後に行うこと。ただし、
これらの手続を並行して行う場合は、各手続の進捗状況に伴い定款等の変更の認
可日が後れることはやむを得ないこと。
また、組合等登記令（昭和３９年政令第２９号）第６条第１項の規定により、

変更の登記が行われた際は、医療法施行令（昭和２３年政令第３２６号）第５条
の１２の規定により変更の登記の届出が適切に行われるものであること。

２

塾

、

(別記）
○老人訪問看護卒業を行う医療法人について
（平成４年３月３１日指第２９号)

○医療法人の付帯業務に係る軽費老人ホーム(ケアハウス)の設腫及び運営について
（平成６年２月７日指第９号）

○訪問看護事業を行う医療法人について
（平成６年９月９日指第６２号）

○介護保険法の施行に係る医療法人の附帯業務の取扱い等について
(平成１１年６月２３日指第４６号）

○介護保険法の施行に係る医療法人の附帯業務の取扱い等について
（平成１１年７月１５日事務連絡）

○医療法人の附帯業務の拡大について
（平成１６年３月３１日医政発第０３３１００７号）

○医療法人の附帯業務の拡大について
（平成１７年３月３０日医政発第０３３０００２号）

○医療法人の附帯業務の見直しについて
（平成１８年３月３１医政発第０３３１００１号）

○医療法人の附帯業務の見直しについて
（平成１８年９月２９日医政発第０９２９００８号）

0 Ｑ



(別表）

医療法人の附帯業務について

医療法人は、その開設する病院、診療所又は介護老人保健施設の業務に支障のない
限り、定款又は寄附行為の定めるところにより、次に掲げる業務の全部又は-部を行
うことができる。（医療法第４２条各号）
なお、附帯業務を委託すること、又は本来業務を行わず、附帯業務のみを行うこと

は医療法人の運営として不適当であること。

医療荏軍4百調
*1*医療関係者の養成又は再教育

・看護師、理学療法士、作業療法士、柔道整復師、あん摩マッサージ指
圧師、はり師、きゅう師その他医療関係者の養成所の経営。

・後継者等に学饗を援助し大学(医学部)等で学ばせることは医療関係者
の養成とはならないこと。

・医師、看護師等の再研修を行うこと。
犀言葛医学又は歯学に関する研究所の設置

・研究所の設侭の目的が定款等に規定する医療法人の目的の範囲を逸脱
するものではないこと。、

犀̅弓̅喜１医療法第３９条第１項に規定する診療所以外の診療所の開設
・巡回診療所､医師又は'堵科舎医師が常時勤務していない診療所(例えば、
へき地診療所）等を経営すること。

314弓１疾病予防のために有酸素運動(継続的に酸素を摂取して全身持久力に関す
る生理機能の維持又は回復のために行う身体の運動をいう。）を行わせる
施設であって、診療所が附置され、かつ、その職員、設備及び運営方法が
厚生労働大臣の定める基準に適合するものの設置（疾病予防運動施設）
・附置される診療所については、
①診療所について、医療法第１２条の規定による管理免除又は２か所
管理の許可は原則として与えないこと。

②診療所と疾病予防運動施設の名称は、紛らわしくないよう、別のも
のを用いること。

③既設の病院又は診療所と同一の敷地内又は隣接した敷地に疾病予防
運動施設を設ける場合にあっては、当該病院又は診療所が疾病予防運
動施設の利用者に対する適切な医学的管理を行うことにより、新たに
診療所を設けなくともよいこと。



、■

●
ｰ 一

※「厚生労働大臣の定める基準」については､平成４年７月１日厚生省
告示第１８６号を参照すること。

疾病予防のために温泉を利用させる施設であって、有酸素運動を行う場所
を有し、かつ、その職員、設備及び運営方法が厚生労働大臣の定める基準
に適合するものの設置（疾病予防温泉利用施設）
・温泉とは温泉法（昭和２３年法律１２５号）第２条第１項に規定する
ものであること。

・疾病予防のために温泉を利用させる施設と提携する医療機関はざ施設
の利用者の健康状態の把握、救急時等の医学的処置等を行うことのでき
る体制になければならないこと．
※「厚生労働大臣の定める基準」については、平成４年７月１日厚生省
告示第１８６号を参照すること。

保健術生に関する業務
・保健衛生上の観点から行政庁が行う規制の対象となる業務の全てをい
うのではな．く、直接国民の保健衛生の向上を主たる目的として行われる
以下の業務であること。
① 薬 局
②施術所（あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等に関する法
律、柔道盤復師法に規定するもの。）

③衛生検査所（臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律に規定す
るもの。）

④介護福祉士養成施設（社会福祉士及び介護福祉士法に規定するも
の。）

⑤介護職員養成研修:幣業（地方公共団体の指定を受けて実施するも
の。）

⑥難病患者等居宅生活支援事業（地方公共団体の委託を受けて実施す
るもの。）

⑦病児・病後児保育事業（地方公共団体の委託又は補助を受けて実施
するもの。）

⑧介護保険法に規定する訪問介護、通所介護、通所リハビリテーショ
ン、短期入所生活介護、短期入所療養介護、認知症対応型通所介護、
小規模多機能型居宅介護、介護予防訪問介護、介護予防通所介護、介
護予防通所リハビリテーション､介護予防短期入所生活介護、介護予
防短期入所療養介護、介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規
模多機能型居宅介護、介護予防小規模多機能型居宅介護若しくは複合
型サービス（小規模多機能型居宅介護及び訪問看護の組合せに限る。）
又は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に
いう障害福祉サービス事業、一般相談支援事業、特定相談支援事業、

匪召

園
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移動支援事業、地域活動支援センター若しくは福祉ホームにおける事
業と連続して、又は一体としてなされる有償移送行為であって次に掲
げるもの。
ア道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第４条第１項の規定に
よる一般旅客自動車運送事業

イ道路運送法第４３条第１項の規定による特定旅客自動車運送事
業

ウ道路運送法第７８条第３号又は第７９条の規定による自家用有
償旅客運送等
※介護保険サービス、障害福祉サービスとの関連‘性が求められ、
保険給付の対象とはならず実費徴収の対象となる業務であるこ
と。例えば、「乗降介助」の際の移送:謂業部分の実費徴収、通所
サービス等における遠隔地からの送迎饗の実費徴収などについ
て、道路迎送法の規定により許可を得て行う業務であること。

※道路運送法の許可を得ずに介護保険サービス又は障害福祉サ
ービスの対象となる移送事業を行うことはできないことｄ

※いわゆる「介護タクシー」のように旅行や買い物といった介誰
保険サービス､障害福祉サ-ビスとの関連性を有しない業務は当
該有悩移送行為に該当せず、医療法人の附帯業務ではないこと。

⑨介謹保険法にいう居宅サービス堺業、居宅介護支援蛎業、介護予防
サービス:粥:業、介護予防支援窮業、地域密着型サービス事業、地域支
援:!#ｆ業､保健描祉事業、指定市wr村:事務受託法人の受託:蛎務及び指定
都道府県事務受託法人の受託蛎務のうち、別添において「保健衛生に
関する業務」とするもの。

⑩助産所（改正法第２条に規定するもの。）
⑪歯科技工所（歯科技工-t法に規定するもの。）
⑫福祉用具専門相談員指定講習（介護保険法施行令に規定するもの。）
⑬高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成２３年法律第３２号。）
第５条に規定するサービス付き高齢者向け住宅の設置。ただし、都道
府県知事の登録を受けたものに限る。

※１高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法
律（平成２３年法律第７４号。以下「改正法」という。）の施
行の際現に改正法による改正前の高齢者の居住の安定確保に関
する法律（平成１３年法律第２６号）第４条に規定する高齢者
円滑入居賃貸住宅の登録を受けている高齢者専用賃貸住宅であ
って、医療法人が設置しているものについては、改正法の施行
後も、その要件を継続して満たし、その居住者に対し、次に掲
，げるいずれかのサービスの提供を継続的に行うことを約してい



るものに限り、当面の間、医療法人が設置することができるも
のとすること６
（１）居住者に対する生活指導や相談に応じるサービス
（２）居住者の安否を定期的に確認するサービス-
（３）居住者の容体急変時における応急措置、医療機関への通

報等の緊急時対応サービス
※２高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律

（平成２１年法律第３８号｡以下｢平成２１年改正法」という。）
附則第１条第１号に掲げる規定の施行の際現に平成２１年改正
法による改正前の高齢者の居住の安定確保に関する法律第４条
に規定する高齢者円滑入居賃貸住宅の登録を受けている高齢者
専用賃貸住宅であって、医療法人が設燈しているものについて
は、平成２１年改正法附則第４条第１項の規定により登録の効
力が失われた場合であっても、その要件を継続して満たし、上
記（１）から（３）までに掲げるいずれかのサービスの提供を
継続的に行うことを約しているものに限り、当面の間、医療法
人が設慨することができるものとすること。

※３※１及び※２については、賃貸住宅の戸数を増やしてはなら
ない。

⑭労働者派遣聯業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整
備等に関する法律（昭和６０'年法律第８８号。以下「労働者派遣法」
という。）第２条第５号に掲げる特定労働者派遣:ﾘｷ業であって、労働
者派遣法第４条第１項第３号及び労働者派遣事業の適正な運営の確保
及び派遣労働者の就業条件の整備等に関する法律施行令（昭和６１年
政令第９５号。以下「労働者派遣法施行令」という｡）第２条第１項
の規定により派遣労働者に従事させることが適当でないと認められる
業務から除外されている労働者派遣で次に掲げるもの。
（１）労働者派遣法施行令第２条第１項各号に掲げる業務
ア労働者派遣法第２条第６号に掲げる紹介予定派遣をする場合
イ．労働者派遣法第４０条の２第１項第３号又は第４号に該当する
場合

ウ労働者派遣法施行令第２条第１項各号に規定する施設又は居宅
以外の場所で行う場合

（２）労働者派遣法施行令第２条第１項第１号に掲げる業務
エ派遣労働者の就業の場所が労働者派遣法施行令第２条第２項に
規定するへき地にある場合

オ派遣労働者の就業の場所が地域における医療の確保のためには
労働者派遣法施行令第２条第１項第１号に掲げる業務に業として

′
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行う労働者派遣により派遣労働者を従事させる必要があると認め
られるものとして労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労
働者の就業条件の整備等に関する法律施行規則（昭和６１年労働
省令第２０号）第１条第１項各号に掲げる場所（へき地にあるも
のを除く。）である場合（ただし、医療法施行規則（昭和２３年
厚生省令第５０号）第３０条の３３の２第２項により、業として
労働者派遣を行うことができる医療法人は、病院又は診療所を開
設する医療法人に限る。）

⑮障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第７
７条に規定する地域生活支援事業として実施する日中一時支援事業
（地方公共団体の委託又は補助を受けて実施するもの。）

⑯障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和３５年法律第１２３号）
第３４条に規定する障害者就業・生活支援センター

⑰健康保険法（大正１１年法律第７０号）第８８条第１項に規定する
訪問看護珊業

⑬学校教育法（昭和２３年法律第２６号）第１条に規定する学校、同
法第１２４条に規定する専修学校及び同法第１３４条第１項に規定す
る各和学校並びに児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第３９条
第１項に規定する保育所及び同法第５９条第１項に規定する施設のう
ち、同法第３９条第１項に規定する業務を目的とするもの(以下、「認
可外保育施設」という。）において､障害のある幼児児童生徒に対し、
看護師等が行う療養上の世話又は必要な診療の補助を行う事業
※病院又は診療所によるものは、医療法人の本来業務に該当するこ
と。

⑲認可外保育施設（児童福祉法第３４条の１５に規定する家庭的保
育事業その他これに類する事業が行われる認可外保育施設を除く。）
であって、地方公共団体がその職員、設備等に関する基準を定め、当
該基準に適合することを条件としてその運営を委託し、又はその運営
に要する費用を補助するもの。

社会福祉法第２条第２項及び第３項に掲げる事業のうち厚生労働大臣が定犀̅ﾃ葛社会福祉法第2条第２項及び第３項に掲げる事業のうち厚生労働大臣が定
めるものの実施
※平成１０年２月９日厚生省告示第１５号及び本通知の別添を参照する
こと。

※就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する
法律(平成１８年法律第７７号)第３条第１項第２号の認定こども園（た
だし、保育所型のみ。）の運営は、上記告示の第１項第２号ロに包括さ
れること。

犀宮司有料老人ﾎーﾑの設置(老人福祉法に規定するもの｡）

，ｈヂ
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留意事項
１．役職員への金銭等の貸付は、附帯業務ではなく福利厚生として行うこと。この
場合、全役職員を対象とした貸付に関する内部規定を設けること。

２．第７号については、社会医療法人のみに認められるものがあること。
３．定款等の変更認可申請とは別に、個別法で定められた所定の手続（許認可、届
出等）を要する場合があること。この場合、個別法の手続の前に定款等の変更認
可申請をする必要があるが、手続を並行して行う場合は､各手続の進捗状況に伴

一

い、定款等の変更認可日が後れることは、やむを得ないこと。

●

Ｌ
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(別添）､

Ｏ社会福祉法に基づく社会福祉事業の位置付け

｡『匿倫透人』画の腫吻…『Ｏｊは企巳俄鐘人が鉢象.『●』は杜金匡瞳達人のみが対戴
･『侭分』極の眼明。。…『本家』とは本康宜城･『告承』とは平成1蝉厘生省竹承箇15弓.『像低jとは像睡画室に面する塞緩.『豆御』は巴飽珪人が行え“､こと唐恭す．

Ｉ

●

社会纏踏里 各 逢 串寓名.厘殴名等 介凪保険珪餌度におけるサービス･事毎等 腰、鵡人 区 分 侭 考

m一時杜倉凹
祉事氏

生母伍哩塗

更亘瞳路建

忽人虹錘嬢

陣宮ものＢ索
牛 里 囚 “ 武
生魅を健臼的
腫宣唾するた
，めの麓Iｒ

兜⑮酢ﾋﾄ錦

救阻趨岨

画牛箆贈
牛叶、同有を国別又唾蝕む料金で
入願させて生霊の扶助を行うことぞ回
的とする鱒放

生鴎因建老に対する助葬

乳児院

母子生至宝渥瞳鰻

亜宙萎瞳瞳岨

陣香児入厨瞳股

愉帖陣盲児短期浩迩瞳鰻

児垂自立支橿唾｡

畏脇老人ホーム

特別養胆老人ホーム

軽擁老人ホーム(注）

陣容省支腰趨股

蝿人保駆鎧股

彊屡唾股

生針田団老に対して掴判子又は低
利で陶金膏融通する事竃

箆股サービス 介躯福祉瞳殴サービス

●

。 ●

●

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

告示

曾最

告示

告示

告示

告示

告示

告最

告示

色最

告示

告示

告示

生垂但ｆＥ肇脂の礎江焦鐙である廐所匪供随
股を陣く．

豪1.兜■樫祉途上の励定を長けること．

肇２．定欽辱の宜史乎峻は.厘廐“て⑤
迫、侭の固定を受吋も蹟に倫壁望
必蛍である鰯.嗣定乎鰐上壷埴尋②庭
彊手既昏塾行して行う増合は.早暁の

認鰻難も職溌同ａ

(注)ケアハウスのみ可

生活偉眼鱗上の保眼嵯峨である瞬厭脳触を
はく。
偲過鯛原社金個祉唖袋が行っている隼里０ｍ
祉賀金日付事顛等であって､祉禽値祉腫による
７級辛勝た事重

生叶四闘名に対する金蝕等供与 ０ 告示

生針困固括に対する生活相鰻． ０ 告示

要口唾鯵酵

陣宮児通所支侶事象

障杏児相麟支橿事東

児翫自立牛塞侶助事案

放腰後児麺儲全宵成車藁

子商て短期支援事案

乳児家歴全戸訪四事藁

養育支握訪回事粟

地域子宵て支浬拠点事象

一時預かり事案

小胆狙件展聾児笹養育事藁

助犀鐘岨

保宵所

児宣厚牛趨鱒

児童家歴斐躍センター

児璽の福祉増巡相眼率菓

０

０

０

０

０

０

０

０

◎

０

０

０

０

○

０

告示

告示

告承

告示

告示

告示

告示

告承

告示

告示

告示

告示

告示

告示

告示

母子及び
廟悼律no墨

母子家庇等日裁生活支檀率臭

扉婦日常生垂支援事象

母子裾掛飽阻

０

０

０

告示

告示

告示

母子及び寡蝿据祉逢の母子本国専巴宜生壁
支田事猿畳附帯黛砿として行っている堪含に
限る．
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老人祖８２盛

老人居宅介胆等串藁

老人デイサービス事菓

老人短期入所事菓

小規榎多櫛鹸聖思宅介胆事象

狸０６邑封嘩型宅人共再生迭埴陰中空

複合型サービス福祉事象

老人デイサービスセンター

老人短期入箭堕股

老人招祉センター

老人介醒支握センター．

尼宅サービス事案

地域密剤型サービス事纂

介腹予防サービス亭藁

国宅サービス事纂

地域包遍型サービス串案

介腫予防サービス事案

贈域産局営介IQ予防サざｽ亭寅

層宅サービス事案

介胆予防サービス串累

地域密瀦型サービス事藁

蛸喧匡期侵介１０予防サービス事痕

地域密潮型サービス串案

雄域匡凪匿、崎予防サービス事塞．

地域密扇型サービス車案

肪問介服

定期逼回･髄時対応聖肪間介頒魯塩

夜間対応型訪問介趨

介願予防訪問介組

通所介厘

哩 知 症 対 応 型 通 所 介 湿 ．

介胆予防通所介樋

介匝予防鯉知症対応聖通所介匝

短期入所生活介湿

介鰻予防短期入所生活介凪

小規根多樋睦型尼宅介組

介8K予防小規楓多榔齢田岡宅介岨

哩知症対応聖共岡生活介趨

介脳予防鯉知症対応聖共同生活介鼠

画白
、臼

壁サービス【小唄組多堕か陣員宅介畑及び跡丙、ﾛの
翫墾＆】

０

０

０

０

◎

。

●

０

０

○

◎

。

◎

◎

０

０

０

告示
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翫
告示
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告示

曾示

告示

皆示

曾示

告示

告示

告示

告示

告示

告示

､

ノ

豪3.それぞれ各サモスを行う事藁所
ごとに介温住峡珪上の事裳巷として
の砧定.又は.老人律滞嬢生の画
材からの畳庇が必宴．

濠4.事戴省としてのｉｎ童を受け､廐に

〉
副帯其穣として定紋に睡砿された亭
猿胴で.顔たに同じ率垂を実廃する
唱合は定欧専の寅更は不要である
こと．

例描定屈宅サービス亭疾の随定
を受けた事戴硫で断たに店宅サ一ビス事竃壱行う堪合
(別の事猿所の唱合は､当雌事
戻砺における阻定を受け､定
欧専の寅更が必要‘）

儲5.定軟等の寅更浬可叩鯛乎峡は．‘原則として低通用県における事裏
君の棚定.又は市町村の畏託を受
ける繭に行うことが必更であるが、
脳定〔畏庇】乎麟と定欧等の庇奥手
職を並行して行う唱合は.乎峻の迅
勝状理に伴い.定欧等の庭更埋司
日が憧れることはやむを得ないこと。

鴎富番の
空基及び
今 唾 ＝ 竺 』

阻害揺祉サービス耶某

一般相眼支援事菓

特定相縦支援串粟．

０

◎

０

告示

曾示

告承

醗巳・印画咽砥耗スの硯踊及び事藁を
行う事康砺ごとに平栗ＳとLての他定
が必更.定飲専の底更辱統は寒2お園

※7.事砿を行う事簾術ごとに拍定が必要．
廊欧等の皮更手経は※2わ願

ー ̅ ー ＝ - ■

'三隻蝉するた
めの雛Ｉｒ． 移動支援事系

地岐活動支援センター

福祉ホーム

◎

０

０

告承
』

箭承

告示

身体ロ客君
浬 好 陰

身体陣宮宅生暴璽哩等事藁

手騒通駅事象

介助犬刷睡事菓

聴導犬刷織事案

身体陣盲宿福祉センター

柿装具製作施設

盲導犬血睡瞳殴

視聴覚障害者慌躯提供鐘股

身体障害者の更生相頗事裏

岳

◎

０

０

。

◎

０

◎

◎

０

告示

告示

・笹示

告示

告示

癖

告示

告示

醤示

知 ” 宮 君
祉法

懐 知的陣香君の更生相麟事菓 ◎ 告示

牛計園腿者のための億判･低甑
簡易住宅貸付
牛計園艶者のための黛料･低頗
痘泊所等

。

０

群

癖

計
痕

生
鯵

困磯名のための穣料･低顧 ０ 本来

牛酪霞殴者のための簸料･偲額
介厘老人保壁瞳館 ､ ◎ 本来 介凪侭険縫上の介座老人保儲鱒盈

隣保事藁 ０ 告示

揺祉サービス利用担助事集 ◎ 告示

飼項各号及び蔚各号の事累に間
する適絡又は助成 ０ 告示



』

●Ｐ

○介護保険法に基づく各事業の位置付け
■

※「区分』園の幽明…r本来｣とは本来嵐廐､｢保健｣とは侭健衛生に閲する寮踏､｢室四Ｊは匡鐙謹人が行えないことを示す．

社会枢泌確 各 塁 率覆名､隆胆名等 介凪保険塗 区 分 隅 召

社

金

槌

祉

事

蜜

以

外

．

●

居宅サービス事案

訪問入浴介湿

訪問君趨(訪問秒腫ステーションに限
る.）

訪問君醒《訪閲名鰻ステーションを除く.）

肪悶ﾘハビリテーション

尼宅愈養管理楯導(肪悶君渡ステーションに
限る.）
居宅鯉養管理陥導(肪悶塙厘ｽﾃｰｼｮﾝを
除く .）。

通所ﾘハビリテーション

短期入所直養介趨

櫛定屋股入居老生活介鰻(注）

裾祉用具貫与

特定握祉用具販売

居宅介胆支阻事及

、

介阻予防サービス嘩東

介 瞳 予 防 肪 問 入 浴 介 躯 。

介凪予防肪閲君阻(肪間剥稲ステーションに
限 る . ） ．
介胆予防訪悶君湿(肪間璃坦ステーションを
除く.）

介弧予防肪悶ﾘハビリテーション

介頒予防居宅鯉養管理指導(肪問詞胆ス
テーションに限る.）

介瞳予防居宅愈畏管理指導(肪間固脳ス
テーションを除く.）

介甑予防通所ﾘハビリテーション

介趨予防短期入所侭養介組

介甑予防１６定施股入届金生遥介租(注）

介腹予防把祉用具賞与

椅定介臓予防揺祉用具匿売

介瞳予防支揺事藁

地域密累聖サービス事象
地蟻田鵡型1&定晦鰻入阻密生運介腿(注）

地域在量型介唖宅人惇錘睦醗入所肴生活介阻

地域支援事藁(注）

介阻予防事藁

包隆的支援畢哀

介
栗

鼠予防ケアマネジメント事

些全報堕支娼事象

椎利撹厘事案

包括的･躯続
ﾝﾄ支橿事案

的ケアマネジメ

介腫予防･回幸隻
まず砲鼓含畢支

予防サービス事寅

生垂賓腹サービス事纂

ケアマネジメント串良

任色事案

保健福祉事菓(注）

箆股サービス
介瞳促磯迄殿サービス

介雁愈饗瞳殴サービス

拓定市町村事務受妊注人の受託事務

揃定都道府県事溺受託法人の受託亭務

保伍

本来

促健

本来

律園

促健

保健

ぼ画

侭倒

本来

保健

本釆

廊倒

保健

燦画．

保健

､

徴

■

低

保健

本来

保個

(注）介LU僅威法上の哩当胞畿の内、反故垂上酌婦
翼風として”られる麗設に酷ａ

(注）介&6曝峡遥上の過当施識の内、似喰睡卜晦審
Ｗ;として場ゆられる臆血心に殿る．

〔注）ｎと0位侭董上の過当脆蝿の内、賦愈瑳上酎碍
更賜として留められる隠恥に殴る．

豪８．串町村から魯髭を受けて行う虞合のみ可
〔畠庇辱蔓の文飴に当足り．匡恒遥人の罪
摩４９唾に鮒息するとともに．鉱倒及び良屍
聾輸庫唖向に爵反、隙院すること“い
こと．）
窪だ．皇堤壱受ける忠句包茎＆ぴ、垂

な喉暫名枠琶定欺弓に配皿する⑥宙がある
こと（例：００市の畳死を受けて行う０．
８要（介Iq錠廐塾にいう包隅的支19座亜）Ｉ

豪９．定蚊悪の窒処手峻唾峨嶋として市麺
の葛腿を受ける鯨に行うこと”唇である
鉱呈舵手鵬と睡炊君の唾史乎腿廼盤日し
て行う哩合ユ手映の刃陽伏錘伴もＬ定
蚊呑の反更巽弓日が侮れることはやむ壱傭
ないこと．

蕊８，.豪９と臼じ盛い

窪１０．庭&[と⑤句る騨吾島低叉ご唖堂堅塁ＩＦ更＝写字腿
Ｓに匙定世車ＦＰ逼寸麺凹”ること《偵：…（
軍）の旨肌Ｅ受けて行うＯ◎夢健Ｉ

婆''翁麗悪器:器器島騨E鴇溌謡
･胞可子蛤と迂賦時の置屋乎肌と団愉唾もう寓堅
辱腔のＥ胤蚊宮丘堅隅竃欧風の宮便携靭日か隣01るこ
と厚郵;生時αいごと．導醐．、魔雁暖最で唾…
る露定巴宅、胞隻塵率竃ａ葛が画ﾘﾖの富!L世分けて行
公日介飼晒Ｕﾛロ睡軍の畳ｎ回Ｕに、Ｂ、鱒、びり
蚤陀吹侭桓鯵の置畏の霊に縄号禽盈風．その鮪酢巴も
痴膳蜜１８＄■伺再の戴確匡付毎Ｗろ“とす己


